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1は じめに

つれづれ ひまじん いそ

徒然なるままに日ぐらし机 に向かい、書斎の閑人の道に勤 しみたいと常々思 うが、私のような
ぼ う り かん

金 も無い、力 も無い若造 にあってはそうもいかない。そこで 「忙裏偸閑、苦 中作楽」(忙 裏 に閑
ぬす くちゅう らく つく

を渝 み 、 苦 中 に 楽 を作 る)を 実 践 す べ く、 翻 訳(但 し今 回 は 主 にtranslationとtraductionと
まつ よしなしごと

Ubersetzung)に 纏 わ る 些 事 を心 に うつ りゆ くま ま述 べ て み た い 。

つれづれぐさ

2『 徒然草』序段の訳

つたな パロディ　 かか こ こ

以上 の よ う な拙 い 捩 を掲 げ た機 縁 か ら、此 処 に ひ と まず 誰 もが 知 る兼 好 法 師(1283-1350)

の 『徒 然 草 』(1330-1331)の 序 段 を 引 用 す る。

すずり

つ れ づ れ な る ま ま に、 日 ぐ ら し(日 く ら し)硯 に む か ひ て 、心 に うつ りゆ く よ しな し ご と

を 、 そ こ はか とな く書 きつ くれ ば 、 あ や し う こ そ もの ぐる ほ しけ れ 。1

す み と

これが、三木紀人による 厂現代語訳」では以下のようになる。

すずり

所 在 な さに まかせ て 、 終 日、硯 に 向 っ て 、心 に 浮 か ん で は消 え て ゆ く と り とめ もな い こ と

を 、気 ま ま に書 きつ けて い る と、 ふ し ぎ に物 狂 お し くな る 。2

この 「現代語訳」は分か りやすい上に文の通 りも良い。加えて参考までに35年以上の永きに亘っ

て版を重ねている日栄社編集所(個 人名なし)に よる 「口語訳」では、次の ようになっている。

する事 もな く退屈で心 さび しいのにまかせて、一日じゅう硯 に向かって、次か ら次へ と心

に浮かんでは消えてゆくくだらないことを、とりとめもな く書 きつけてみ ると、(自 分 なが

ら)じ つ に変で、気ちがいじみているような気がする。3

受験生向け参考書の宿命か、上記の日栄社による訳は原文に比 して多分に説明的でまわ りくど
よろ

い印象を受ける。「心」、「心」、「気」、「気」 と続けざまに出て くるのが文体 として宜 しくない。

ところで、この 「口語訳」で使われている 「気 ちがい」は、テ レビ出演 した大学教授か ら直接
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いわゆる

に聞いたところでは、所謂 「放送禁止用語」 として要注意の言いまわ しだそ うだ。日栄社 も現行

の版では問題の個所を改変 しているか もしれぬが、私は未見である。最近の古語辞典には 「もの

ぐるほし」の定義 として、「普通の精神状態ではなくなって くるようす。正気 を失っているよう

だ。(な んとなく)気 がおかしくなって くる。(な んとなく)異 常な感 じがする」4、「常軌を逸 し

ているようだ。ばかみたいだ。どうかしている」5と ある。以前 は各社 とも真っ先 に 「気違い」
ご は っ と

としていた ように記憶 しているが、世紀転換期の当世に於いては御法度になって しまった。これ

では英語のcrazyやlunaticと いった単語の和訳 にも相当に神経を使 うことになる。差別撤廃 も
か っかそ う よ う くつ へだ かゆ か

良いが隔靴掻痒(靴 を隔てて痒 きを掻 く)を 地で行 く訳文になっては原著者 に礼 を欠 くことにも

なろう。

話が逸れたが、いずれにせよ、三木訳 も日栄社訳 も原文の語順に準拠 して訳 している。原文 も

訳文 も時代 こそ違え、同 じ日本語なのだから自明の事だが、私はこの点に着 目したい。さて、こ

こで 目を西洋に転 じてみよう。アメリカ人の ドナル ド・キーンは書名を 『なまけの随筆』 と意訳

し、序段 を次のように英訳 している。

Whatastrange,dementedfeelingitgivesmewhenIrealizeIhavespentwholedays

beforethisinkstone,withnothingbe七 七ertodo,jottingdownatrandomwhatever

nonsensicalthoughtshaveenteredmyhead.s

この英文を成るべ く順序通 りに和訳すると、だいたい以下のようになろう。

なんと奇妙な、気の狂った気持ちがするのだろう。私が気付 くと。一日中硯の前で過 ごし

たことに。他にもっとましなすべ き事が何 もな く气手当たり次第に書きつけて、私の頭に入っ

てきた愚にもつかぬ事を何で も。

さて、ご覧の通 りキー ンは兼好の原文で最後に来る 「あやしうこそもの ぐるほしけれ」の訳文
あんざい

をい きな り文頭に据えている。安西徹雄の云う 「英語では、重要な情報 は文章の前のほうにくる

のにたい して、日本語ではむ しろ、力点は文末にくる傾向がある」7と い う大前提 に符合する。

しか し翻訳でこれを実践 してしまって良い ものか、疑問も残る。原文(こ の場合、14世 紀の日本

語)の 読み手と成るだけ同じ思考の順序で、訳文(こ の場合、20世 紀の現代英語)を 読めたらそ

れに越 した ことはないと思 う。私事になるが、原文の順序に従 う訳は、私が英語教員 として授業

中に学生たちに半ば強要 している読み方で もある。英語を英語として理解する橋渡 しとしての苦
こうの

肉の策だ。河野一郎はこうした訳 し方を 「急流下 り型」8と呼んでいる。河野は、「英語 と日本語

のシンタックスの違いを考慮するにして も、書 き手がわざといちばん最後に持 って きた結論を訳

文で最初 に持ってくるようなことは、極力避けな くてはな りません」9と 述べ た上で、原文の文
せっちゅういさ

脈 を 逆 に さ か の ぼ る 「滝 登 り型 」1°を諌 め 、 上 記2つ の 型 の折 衷 と して の 「Uタ ー ン型 」'1の 訳 し
さお

方を提唱 している。詳 しくは 「第5の お きて 流れに掉さすな」12の章の一読をお勧 めす る。私

は授業でこそ速読即解を目指 して 厂急流下 り」 を実行 しているが、こと翻訳 に関 しては 「Uター

ン型」 に全面的に賛同する。そこへ行 くとキーンによる英訳は、正 しく意味を伝 えた立派な英文

ではあるが、順序を改変 した点が大いに悔やまれる。
さかのぼ

キ ー ン に 遡 る こ と53年 前 の1914年 に 、 『徒 然 草 』 は 既 に ウ ィ リ ア ム ・N・ ポ ー タ ー に よ っ て
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鑒

『日本 の 僧 侶 に よ る雑 録 』 と題 され て英 訳 され て い た 。 ち な み に こ の訳 書 に は ロ ン ドン 滞 在 中 の

市 河 三 喜 に よ る4頁 に 耳 るlntroductionも あ る ・ ポ ー タ ー に よ る序 段 の 英 訳 は こ うで あ る 。

LeisurelyIfacemyinkstonealldaylong,andwithoutanyparticularobjectjotdown

theoddsandendsthatpassthroughmymind,withacuriousfeelingthatIamnot

sane.is

放 意に 「急流下 り」型で下手 にこの英文を和訳すると、だいたい以下のようになる。

よぎ

のんび りと私は一 日中硯 に向かう。そして特に何 も目的 もな く、心を過る種々雑多な事項 を

書 きつける。妙な感覚を抱 きつつ。 自分が正気ではないという感覚を。

ほとん

私 は この ポ ー タ ー 訳 を絶 賛 した い 。 日本 語 の 読 み手 と殆 ど同 じ思 考 の順 序 で 英 語 圏 の 読 者 も作

品 を味 わ え る よ う に 工 夫 が 為 され て い る か らだ 。 出 だ しの 「つ れ づ れ な る ま ま に」 を"Leisurely"

(の ん び り と、 ゆ っ た り と 、 気 長 に)と 文 頭 に も っ て きて 、 結 び の 「もの ぐ る ほ し け れ 。」 を

"Iamnotsane
."と 文 末 に据 え る手 並 み は 見 事 な もの で あ る 。 「つ れ づ れ な る ま ま に 」 の 訳 語 が

すこぶ"L
eisurely"で果た して良いかどうかは議論の余地 も残るが、全体的には頗る達意の英文である。

フランス語訳ではどうなっているのだろう。以下 にr暇 な時間』と題 されたシャルル ・グロボ

ワと吉田とみ子による仏訳から序段 を引用する。

Augredemesheuresoisives,dumatinausoir,devantmonるcritoire,jenotesans ノ
desseinprecislesbagatellesdont.lerefletfugitifpasseBansmonesprit.Etranges

divagations.1'

カタ カ ナ ひ らが な

上記のフランス文を無理や りに片仮名表記すれば以下のようになる。平仮名の 「はひふへほ」

は、喉彦の[r]音 と理解されたい。

オ グへ ・ドゥ メズ ゥー ッふ ズ ワ ス ィ ッ ヴ、 デ ュ マ タ ン ・オ ス ワ ー ッふ 、 ド ゥヴ ォ ンモ ネ ク ひ

トゥワ ー ッふ 、 ジ ュ ノ ッ ト ・ソ ンデサ ン ・プヘ ス ィ ・レバ ガテ ッル ・ドンルふ フ レフ ユ ジテ ィ ッ

フ ・パ ッス ・ ドンモ ネ ス プ ひ 。 エ トほ ン ジ ュ デ ィ ヴ ァガ ス ィ オ ン 。

故意に 「急流下 り」型で下手な仏文和訳をほどこすと、だいたい以下のようになる。

も く ろみ

自分の暇 な時間に任せて、朝から晩まで、筆記具入れを前 にして私は明確な目論見もな く書
つか ま よぎ

きつける。束の間のはかない照 り返 りや影が私の意識 を過るところの些事を。奇妙 なたわ言

よ。

このグロボワと吉田による仏訳 も、先ほどのポーターによる英訳 と同様、成るだけ原文の順序

を重ん じた点では私の好むところである。 ところで英訳で"inkstone"(inkとstoneを 組み合 わせ

た造語で、本来は英語に存在 しない)に なっていた 「硯」 には、仏訳では 「筆記具入れ」を表す
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エクひ トゥワ　ル
"ecritoire"と い う古 風 な単 語 が 用 い られ て い る

。 しか し文 末 の 「あ や しう こそ もの ぐるほ しけれ 。」

を 「奇 妙 な た わ 言 よ 。」 と して し ま う の は 、 や や 軽 き に過 ぎ る嫌 い もあ る 。

で は ドイ ツ 語 で は ど う訳 され て い る だ ろ うか 。 オ ス カル ・ベ ン ル に よ る 『静 け さか らの 省 察 』

と題 され た独 訳 本 か ら序 段 を引 用 す る 。

WennichalleinundinMuβebin,sitzeichdenganzenTagvormeinemTuschkasten

andschreibealles,wasmirdurchdenKopfgeht,ohne.Zusammenhangandohneeine

bestimmteAbsichtauf.Dabeiistmirimmerrechtwunderlichzumute.1s

カ タ カ ナ ひ ら が な

上記の ドイツ語を無理やりに片仮名表記すれば以下のようになる。平仮名の 「らりるれろ」は、

喉彦の[r]音 と理解されたい。

ヴ ェ ンニ ッ ビ ア ラ イ ン ・ウ ン トイ ン ム ー セ ビ ン、 ズ ィ ッッ ェ イ ヒ ・デ ンガ ン ッ ェ ン タ ー ク ・

フ ォ ア マ イ ネ ム トゥー シ ュ カ ス テ ン ・ウ ン トシ ュ ら イベ ア レス 、 ヴ ァス ミア ・ド ゥル ヒデ ン

コ プ フ ゲ ー ト ・オ ー ネ ッザ ン メ ンハ ン グ ・ウ ン トオ ー ネア イネ ベ シ ュテ ィムテ ア プズ ィ ヒ ト ・

ア ウ フ 。 ダ ーバ イ ・イ ス ト ミア ・イマ ー れ ヒ トヴ ン ダ ー リ ヒ ・ッ ー ム ー テ 。

故意に 「急流下 り」型で下手な独文和訳をほどこすと、だいたい以下のようになる。

よぎ

独 りで暇なとき、私は一 日中自分の硯箱の前に座 り、自分の頭 を過ることなら何でも書 きつ
も くろ み

ける。脈絡なく、明確 な目論見 もなしに。そ うして私はいつも相当に奇異な気分になる。

ア ラ イ ン けいがん

「つ れ づ れ な る ま ま に」 の訳 文 に 「独 り」 に相 当 す る"allein"を 入 れ た の は 慧 眼 か 、 は た ま た
い

蛇足か。決めかねるが、確かに兼好法師が独 りで居て暇を持て余 しているような印象を私は原文

から受ける。 ドイツ語の読み手には、"allein"と い う単語を入れないと独 りで居 ることが伝 わ ら

ないと考えて、訳者は故意にこの単語を加 えたのか も知れない。

ほう じょうき

3『 方丈記』冒頭の訳

かものちょうめい

さて 、 『徒 然 草 』 は この くら い に して 、 兼 好 と双 璧 を為 す 鴨 長 明(1155?-1216)に よ る 名 随 筆

『方 丈 記 』(1212)の 翻 訳 を考 え て み よ う。

なが た うゆ かは

行 く河の流れは絶えず して、 しかも、もとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、か
き むす ひさ ためし

つ 消 え 、 か つ結 びて 、久 し くと ど ま りた る 例 な し。
よ なか ひと すみか ごと

世 の 中 に あ る 人 と栖 と、 また か くの 如 し。is

やすらおか

安良岡康作による 「現代語訳」では以下の ようになっている。

遠 く行 く河の流れは、とぎれることなく続いていて、なおそのうえに、その河の水 は、 も

との同 じ水ではない。その河の水が流れず にとどまっている所 に浮ぶ水の泡は、一方では消
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れい

え、一方では形をなして現れるというあ りさまで、長い間、同 じ状態を続けているという例

はない。
す ま い

世 の 中 に存 在 す る 人 と住 居 は 、 や は り同 じ く、 こ の よ うな もの で あ る 。17

『方 丈 記 』 に つ い て は夏 目漱石(1867-1916)こ とK.Natsume(夏 目金 之 助)が 既 に1891年 に、

ATranslationofHojio-klπ ゴ訪aShortEssayonItと 題 して 全 文 英 訳 して い る 。18漱 石 は そ

の序 文 と して の小 論 文(aShortEssayonIt)の 最 終 段 落 に次 の よ う に断 っ て い る。

InrenderingthislittlepieceintoEnglish,Ihavetakensomepainstopreservethe

Japaneseconstructionasfaraspossible.Iwas.obliged,now.andthen,totake

libertiesandtomakeslightomissionsandinsertions.19

こ れ は 山 内 久 明 の 邦 訳 で は 「こ の小 品 の 英 訳 に あ た り、 日本 語 の 原 文 の構 造 を で き得 る 限 り留

め る よ う苦 心 した 。 しか しなが ら言 語 の 質 と表 現 様 式 の 両 方 の 根 本 的 な違 い か ら 、時 折 、 一 存 で

多 少 の 省 略 や挿 入 を余 儀 な く され た 。」2°と な っ て い る 。 立 派 な英 文 で あ る し、 私 は漱 石 の こ う し

た遣 り方 に 心 底 共 感 す る。 先 ほ ど私 が 絶 賛 した ポ ー タ ー に よ る 『徒 然 草 』 の英 訳 も、 こ の 漱石 と

同 じ考 え で 為 さ れ た に 相 違 な い 。

『方 丈 記 』 の 題 名 に つ い て は 漱 石 自 身 の付 した 注 釈 に 、Thistitlemayberenderedinto

Englishas`adescriptionofalittlehouse.'と あ る 。21つ ま り 「こ の 題 名 は 『或 る小 さ な家 の

一 つ の記 述 畫 と英 訳 で き よ う」 と い うわ け だ
。 しか しこ れ で は ま る で小 さ な家 を細 部 に亘 っ て 描

写 した文 章 と勘 違 い され か ね ない 。 ま あ 、 文 豪 へ の 些 細 な言 い 掛 りは この く らい に して 、 こ の 英
いきさつ

訳の経緯について、小宮豊隆の昭和十年版 『漱石全集第十四巻2へ の解説を読 もう。漢字は新字

体にする。

解 説 つ き の 『方 丈 記 』 英 訳 は 、[中 略]明 治 二 十 四 年 十 二 月入 日の 日附 を持 っ て ゐ る 。 是

に は 当 時 の 文 科 大 学 教 師 ジ ェ ー ム ス ・メ イ ン ・デ ィ ク ソ ンが 朱 を入 れ 、 激 賞 の評 語 を書 い て

ゐ るが 、 デ ィ ク ソ ンは 是 を基 礎 と して 、 明 治 二 十 五 年 二 月 十 日 の 『日本 ア ジ ア協 会 』 の例 会

で 、"ChomeiandWordsworth:ALiteraryParallel"の 題 下 に 講 演 を 試 み 、 且 つ こ の 『方 丈

記 』 英 訳 に 多 少 の手 を入 れ た もの を朗 読 して ゐ る 。 さ う して 是 は"ADescriptionofMyHut"

と改 題 され て 、 デ ィ クソ ンの 名 前 で 、 明 治 二 十 六 年 の 『日本 ア ジ ア協 会 会 報 』 に 、 講 演 と と

も に掲 載 され 、 そ の初 め にデ ィ ク ソ ンは 、 この 翻 訳 の 原 稿 ・解 説 ・並 に 翻 訳 の細 部 の 説 明 に

関 して は 、 文 科 大 学 英 文科 学 生 夏 目金 之 助 君 の 、価 値 あ る助 力 に俟 つ所 甚 大 で あ つ た と書 い

た 。 恐 ら く漱 石 は デ ィク ソ ンか ら頼 ま れ て 、是 を 翻 訳 し、是 を解 説 した もの に違 ひ な い 。22

ジェイ ムズ メ イ ン デ ィクソン

長々と引用 したが、要するに24歳 の夏 目金之助はJamesMainDixonな るス コッ トラ ンド人

教官 に利用 されたようである。それにしても死後出版の全集に拾われたものを除いて、漱石が後
いささ

世に翻訳を残 さなかったのは聊か残念に思われる。創作のみならず翻訳にも果敢に取 り組んだ鴎

外 とは好対照である。ところで漱石の翻訳 に対する態度を我々に垣間見させるもの として、明治

41年(1908年)に 朝 日新聞に連載 された 『三四郎』の第12章 に次のようなハムレッ ト観劇の くだ

りがある。漢字は新字体にする。
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せいや うご に ほ ん ご や く に ほ ん ご くて う よくやうにほ ん こせ りふその かは

其代 り台詞は日本語である。西洋語を日本語に訳 した 日本語である。口調には抑揚がある。
のうべん す お も くらゐりうちゃう で ぶんしゃう りっぱところせつそう

節操 もある。ある所 は能弁過ぎると思はれる 位 流暢に出る。文章 も立派である。それでゐ
の らう すこ にほん じん こと い く いき

て、気が乗 らない。三四郎はハム レッ トが もう少し日本人じみた事を云つて呉れ ・ば好いと
す い ところ きふおとつおつか

思つた。御母 さん、それぢあ御父 さんに済まないぢあありませんかと云ひさうな所で、急 に

アポロ録を詳各ひに由して、鞍豪に遙って在舞ふ。それでゐて饋爾は藐孚 とも造き由しさう

で あ る 。23

と ろ

ここで作者の漱石は一抹の滑稽味を交 えながらも、翻訳 という行為の虚 しさをそれとなく吐露

していると読める。引き合いに出されている戯曲は無論ウィリァム ・シェイクスピア(1564-1616)

作、坪内逍遥(1859-1935)訳 の 『ハムレッ ト』(翻訳初演1907年 、翻訳刊行1909年)で あ る。 さ

て、話が逸れたが、若かりし漱石による英訳 『方丈記』 とその拙訳(ま たしても下手な 「急流下

り」型)を 冒頭のみ下記に引用する。

Incessantisthechangeofwater.wherethestreamglidesoncalmly:thespray

appearsoveracataract,yetvanisheswithoutamoment'sdelay.-Suchisthefateof

menintheworldandofthehousesinwhichtheylive.24
へんげ ゆ しぶき ほんりゅう おお

絶え間なきかな、水の変化は。流れが静かに滑 り行 く水の変化は。飛沫は奔流を蔽って現れ、
か ごと

そ れ で い て消 え ゆ く。_.た りと も遅 れ ず に 。 斯 くの如 きが 定 め で あ る 。世 の 人 々 の 、 そ し

て そ の 住 む家 々 の 。

流麗 な英文だと思うが、その実、部分的にはかなり自由な訳で もある。原文の 「よどみに浮か
しぶ き ほんりゅう おお

ぶ うた か た 」 を"thesprayapPearsoveracataract"(飛 沫 は 奔 流 を蔽 っ て 現 れ)と 訳 す の は
いかが

如何 な もの か と思 うが 、 そ れ で い て"bubblesfloatingonastagnantpoo1"な ど と直 訳 す る よ

り、 か え っ て 原 文 に は な い 躍 動 感 が 出 て くる よ う な気 もす る 。

別 の 訳 者 に よ る英 訳 を見 る こ とに す るが 、 再 び ドナ ル ド ・キ ー ン に登 場 願 お う。 キ ー ン は 『方

丈 記 』 をAnAccountofMyHut[Hojoki](我 が小 屋 の 物 語)と して い る 。以 下 に冒 頭 と 「急

流 下 り」 型 の 拙 訳 を引 用 す る 。

Theflowoftheriverisceaselessanditswaterisneverthesame.Thebubblesthat

float.inthepools,nowvanishing,nowforming,arenotoflongduration:sointhe

worldaremanandhisdwellings.25

河 の 流 れ は 絶 え 間 な く 、 そ の 水 は 決 し て 同 じで は な い 。 淀 み に 浮 か ぶ 泡 沫 は 、 今 や 消 え 、 今
か ごと

や形を為 し、長 く持続は しない。世 にあって斯 くの如 きが人とその住みかである。

これ は 同 じキ ー ン訳 で も先 ほ ど見 た 『徒 然 草 』 よ り格 段 に私 の 好 み に合 致 す る 。 原 文 の流 れ に

乗 って う ま く訳 して い る ば か りか 、 原 文 の 「か つ 消 え、 か つ結 び て 、」 とい う流 麗 な対 句 表 現 を

"nowvanishing
,nowforming,"と 、 さ ら り と訳 して い る 。

英 訳 は 他 に も あ る 。A・L・ サ ドラ ー は 『方 丈 記 』 を 『十 平 方 フ ィ ー トの 小 屋 』 と題 し、 冒 頭

を次 の よ う に訳 した(「 急 流 下 り」 型 の拙 訳 も付 す)。
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Ceaselesslytheriverflows,andyetthewaterisneverthesame,whileinthestill

poolsthe'shiftingfoamgathersandisgone,neverstayingforamoment.Evenso

ismanandhishabitation.26

絶 え 間 な く河 は 流 れ る 。 そ れ で い て 水 は 決 し て 同 じ も の で は な い 。 一 方 で 淀 ん だ 淵 で は 場 所
とど か

を変える泡が集まっては消えてゆ く。決 して一瞬た りとも留 まることなく。なお一層に斯 く
ごと

の如 きが人とその住みかである。

全 体 と して 遜 色 は な い 。 原 文 の 「か つ 消 え 、 か つ 結 び て 、」 を"gathersandisgone,"と 訳 す
う ま

ことで、[9]の 音の頭韻を響かせているところは上手いと思う。

次に仏訳に目を移そう。訳者には個人名がな く、R・P・ 救世主カン ドォなる慈善団体か宗教
おぼ

団体と思 しき人たちが訳 したことになっている。以下に 『我が僧侶小屋の覚え書 き』 と題 された

『方丈記』の冒頭を引用 し、発音の片仮名表記 と 厂急流下 り」型の拙訳を付す。

Lamemerivierecoulesansarret,maiscen'estjamaislamemeeau.De-ci;de-la,

surlessurfacestranquilles,destachesd'ecumeappaissent,disparaissent;sansjamais

s'attarderlongtemps.Ilenestdememedeshommesici-bas _etdeleurshabitations.27

ラ メ ェ ム ひ ヴ ィ エ ー ッ ふ ・ク ー ル ・ソ ン ザ へ ・メ ・ス ネ パ ジ ャ メ ・ラ メ ェ モ ォ 。 ド ゥ ッス ィ ・

ド ゥ ラ ・シ ュ ッ ふ レ シ ュ ふ フ ァ ッ ス トは ン キ ー ル ・デ タ シ ュ ・デ キ ュ ム ァ ペ ス ・デ ィ ス パ ヘ ッ

ス ・ソ ン ジ ャ メ サ タ ふ デ ・ロ ン ト ン 。 イ ロ ン ネ ・ ド ゥ メ ェ ム ・デ ゾ ッ ム イ ッ ス ィ バ ・エ ド ゥ

ル ォ ー ッ ふ ザ ビ タ ス ィ オ ン 。

同 じ河 は 休 み な く流 れ る が 、 そ れ は 決 し て 同 じ永 で は な い 。 あ ち こ ち に 、 穏 や か な 水 面 に 、
はんてん

泡の斑点が現れ、消える、決 して長居することなく。そのことは同様に当てはまる。人間 ど

もに、この世で。そしてその住居に。

この 仏 訳 者 は 、 原 文 の 「か つ 消 え 、 か つ 結 び て 、」 を 「あ ち らで 消 え た か と 思 う と、 こ ち ら で
ドゥッスイ ドゥラ

出 来 て い た り、」 と解 釈 して 、 厂あ ち こち に」 の 意 味 の 慣 用 句"De-ci,de-1a"を 第2文 の 文 頭 に 据

え て い る。
ま

次 にドイツで刊行されて間 もない、ニコラ ・リスクーティン訳の 『我が小屋からの手記』の冒

頭を引用 し、発音の片仮名表記と 「急流下 り」型の拙訳 を付す。

UnaufhδrlichstrδmtderFluβdahin,gleichwohlistseinWasserniedasselbe.Schaum-

blasentanzenanseichtenStellen,vergehenandbildensichwieder-vongroβer

DauerSindsieallemalnicht.GleichermaβenverhaltessichmitdenMenschenund

ihrenBehausungen.28

ウ ン ア ウ フ ホ ェ ア リ ヒ ・シ ュ ト ゥ れ 一 ム デ ア フ ル ー ス ダ ー ヒ ン ・グ ラ イ ヒ ヴ ォ ー ル ・イ ス ッ ァ

イ ン ヴ ァ サ ー ・ニ ー ダ ス ゼ ル ベ 。 シ ャ ウ ム ブ ラ ー ゼ ン ・タ ン ツ ェ ン ア ン ザ イ ヒ テ ン シ ュ テ レ

ン ・フ ェ ア ゲ ー エ ン ウ ン ト ビ ル デ ンズ ィ ッ ヒ ・ヴ ィ ー ダ ー 。 フ ォ ン グ ロ ー サ ー ダ ウ ア ー ・ズ ィ

ン トズ ィ ー ア レマ ー ル ニ ヒ ト。 グ ラ イ ヒ ャ ー マ ー セ ン ・フ ェ ア ヘ ル ト ェ ス ズ ィ ッ ヒ ・ ミ ッ デ

ン メ ン シ ェ ン ・ウ ン ト ィ ー れ ン ベ ハ ウ ズ ン ゲ ン 。
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はとばし

間断な く河は迸 り去る。それにも関わらずその水は決 して同じものではない。浅い所で泡
う

沫が踊る。そ して消え失せ再び生 じる。それ らが長続きすることはない。同様にそのことが

当てはまる、人間とその住みかにも。

原 文 の 「よ どみ に 浮 か ぶ う た か た は 、」 の 部 分 が 、 「浅 い 所 で 泡 沫 が 踊 る 」 と な っ て い るの に は

面 食 ら っ た 。 「よ どみ 」 を 「浅 い 所 」 と訳 して 誤 訳 に な ら な い の か 。 私 な ら 第2文 を む しろ 、

"SchaumblasenanStockungendavergehenunddabildensich
,"(シ ャ ウ ム ブ ラ ー ゼ ン ・

ア ン シ ュ トッ ク ン ゲ ン ・ダー フ ェ ァゲ ー エ ン ・ウ ン トダ ー ビ ル デ ンズ ィ ッ ヒ。 淀 み に 於 け る泡 沫

はあ ち らで 消 え 、 こ ち らで 生 じる)の よ う に訳 した い 。

4『 吾輩 は猫 であ る』 冒頭 の訳

翻訳 についての疑問と云えば話題がまた漱石に移 るが、私は常々、『吾輩は猫である』(1905)
かつえい もとなり

の英訳本の題名がIAmaCatで あることに疑念 を抱いてきた。例えば柴田勝衛 と甲斐元成の2

人は、「吾輩は猫である。名前はまだ無い。」 という、かの有名な出だ しを次のように訳 している

(厂急流下 り」型の拙訳を付す)。

Iamacatbu七asyetIhavenoname。29

私 は 猫 だ が 、 し か し ま だ 私 は 持 っ て い な い 、 名 前 を 。

また、伊藤愛子とグレイアム ・ウィルソンの2人 による訳(「 急流下 り」型の拙訳 を付す)も 似

た り寄った りで、

Iamacat.AsyetIhavenoname.so

私 は 猫 だ 。 ま だ 私 は 持 っ て い な い 、 名 前 を 。

となってい る。前任者 による余計な"but"を 外 して、漱石の原文 どお り文を2つ に分けたのは良
うら

いと思 うが、「吾輩」という一人称代名詞を使 う 「猫」の威張った感 じが伝わらない憾みが残る。

ジャン ・ショイーによる仏訳本 も同様 に、「ジュスィ ・ア ンシャ。私は猫だ。」になっているの

が気に入 らない。出だしはこうである(発 音の片仮名表記 と 「急流下 り」型の拙訳を付す)。

Jesuisunchat.Jen'aipasencoredenom.31

ジ ュ ス ィ ・ア ン シ ャ 。 ジ ュ ネ パ ゾ ン コ ー ッ ふ ・ ド ゥ ノ ン 。

私 は 猫 だ 。 私 は 持 っ て い な い 、 ま だ 名 前 を 。

しか しこの仏訳本には丁寧な脚注が付いていて、それにはこう書いてある(「Uタ ー ン」 型の

拙訳 を付す)。

..



Jesuisunchat:1'auteurproduituneffetcomiquepar1'emploid'unmot,. .sans

equivalentexactenfrangais,pourlepronomdepremierepersonne,quietaitemploye

parlesfonctionnaires,lesmilitaires,leshommespolitiques,etc.,etdonnaitune

impressiond'arrogance.32

『吾 輩 は 猫 で あ る 』。 作 者 は 、 フ ラ ン ス 語 に ぴ っ た り 当 て は ま る 訳 語 が な い 単 語 で あ り 、 役 人

や 軍 人 や 政 治 家 等 に よ っ て 用 い ら れ た 一 人 称 の 代 名 詞 を 使 う こ と で 喜 劇 的 な 効 果 を 作 り出 し 、
かも

且つ傲慢な感じを醸 し出 した。

ヤ ン グ

ところで漱石は生前、Youngと いう謎のアメ リカ人男性に日本語の 『吾輩は猫である』を贈っ
したた もっと

て よ こ し、 自筆 の献 辞 を認 め た 。 尤 も漱 石 自 身 、 ヤ ン グ とい う人 物 に は面 識 が な か った ら し く、

明 治42年(1909年)3月12日 の 日記 に 、

「ヤ ング」 な る もの手 紙 を よ こす 。 「ヤ ン グ」 と は何 者 な るや 知 らず 。 亜 米 利 加 人 の ひ ま人 な

るべ し。33

と書いている。また、「この献辞を記 された本 は、ハーバー ド大学燕京図書館 に所蔵 されてい

る」34そうだ。前置きが長 くなったが、以下に漱石が書いたという奇妙 な英文を引用する。

Herein,acatspeaksinthefirstpersonplural,we.Whetherregaloreditorial,itis

beyondthe-kenoftheauthortosee.Gargantua,QuixoteandTristramShandy,.each

hashadhisday.ItishightimethisfelineKinglayinpeaceuponashelfinMr

Young'slibrary.Andmay:allhiscatspaw-philosophyaswell-ashisquaint .language,

everremainhieroglyphicintheeyesoftheoccidentals!

K.Natsume

Tokyo,Japan

llMa3T190035

前傾の 『漱石全集第二十六巻』の最新版には山内久明による邦訳があるので、下に引用す る。

本作品においては、一匹の猫が第一人称複数(we)で 語 ります。 第一人称複数が君主の物

言いであるのか、論説主幹の物言いであるのか、作者 も知る由のないところでございます。

かつてはそれぞれに時めいたガルガンチュア、 ドン ・キホーテ、トリストラム ・シャンディー

の いずれ も、今や色褪せております。今こそこの猫界の王者が、ヤング氏の書棚に鎮座 まし

ます ことは、まことに時宜に叶ってお ります。そして、風変わりな猫語とともに、猫足的哲

学のすべてが、西洋の読者にとって、意味深長であ り続けます ようにと願っています。36

1908年5月17日 、 日本 国東 京 に て

K.Natsume(夏 目金 之 助)
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か ぶ ん

なかなか見事な邦訳(但 し下の2行 は拙訳)だ が、元の英文はひどい ものである。寡聞にして存

じぬ ところであるが、全集の注解でも、その他の漱石研究書でも、この英文の稚拙さに言及 した

文章を私はついぞ見たことがない。文豪に対する気後れからだろうか。それにしても、この英文

は変 に気負 っているわ りに文体が支離滅 裂で 、文 法的 に も破格 であ る。 例 えば、"beyond
いわゆる

thekenoftheauthortosee"な ぞ は 、 そ の最 た る もの で 、 漱 石 は所 謂 「too～toy文 」 と 混 同

した の か 、 蛇 足 た るto不 定 詞 を添 え て しま っ た 。1891年 に あ れ ほ ど見 事 な 英 文 を書 い て い た 金 之
ある くだん

助青年が、16年 と数ケ月後にどうしてこうなって しまったか。或いは件の献辞は贋作か もしれな
ノ ッ テ ィ ン ガ ム ノ 　 マ ン ペ イジ

い 。 不 遜 な が ら も私 は先 日以 下 の よ う な改 良 を提 案 し、 英 国Nottingham大 学 のNormanPage名
なお レ　クスフェ　リス

誉 教 授 の お 墨 付 き を頂 い た 。 尚 、拙 訳 の 文 中 に見 られ る"Rexfells"は 「猫 た る王 侯 」 とい う 意

味 の ラテ ン語 で あ る 。

ToMrYoung:

Herein .speaksacatinthefirstpersonplural.Whether'tisregaloreditorialisa

matterbeyondthekenoftheauthor.It.wouldbeaseasonablesuggestionthatthis

Rexfellsshouldlieinyourlibrary,forGargan七ua,QuixoteandTristramShandy

haveallseen ,betterdays.Mayhiscat's-pawphilosophyinhisquaintlanguageever

remainesotericinWesterneyes.

KinnosukeNatsume

17May1908

Tokyo,Japan

さて、漱石の英語力低下はともか くとして、私は原著者(漱 石)が 「猫」 に英語 では"we"で
ちん

喋 らせている箇所が特筆に価すると思 う。「吾輩」 という威張った一人称には 「朕」 に相 当する

英語 を当てようというわけだ。これは私が常々考えていたことと合致する。有名な出だ しは下記

の通 りで どうだろう。

Wecallourself"theCat.",withnonameattachedsofar.

ちん

左 様 、"ourselves"で は な く、 「朕 」 に 呼 応 す る再 起 代 名 詞"ourself"で あ る。 漱 石 に よ る上 記 の

献 辞 の 英 文 を先 だ って 見 つ け て始 め て読 ん だ 折 、私 は 『吾 輩 は猫 で あ る』 即 、IAmaCatと い
し

う図式か ら解放 された気が して独 りで為たり顔になった。
かろ

現行 の翻訳で は数年前 に刊行 されたオ ットー ・プッッによる独訳本だけが辛 うじて題名で
くだん

IchderKater(イ ッヒ ・デァカーテァ。我こそ件の雄猫)と 、定冠詞 を用 いることで原文の も

つ独特の 自意識を幾分かは再現 している。開ロー番 こうである(発 音の片仮名表記と 「急流下 り」

型の拙訳 を付す)。

Gestatten,ichbineinKater!Unbenamstbislang.37

ゲ シ ュ タ ッ テ ン ・イ ヒ ビ ン ・ア イ ン カ ー テ ァ 。 ウ ン ベ ナ ー ム ス ト ・ビ ス ラ ン グ 。
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ち ょ っ と失 礼 。 僕 は猫(雄 猫)で す 。 名 前 は つ い て ませ ん 、今 の と こ ろ 。

ういうい

残念ながら原文の傲慢 さは出て来ないが、何か初々 しい文体ではある。

5『 歴史の終わ り』 とヘーゲル と

さて、名作の冒頭の文章 とその訳文 とを掲げて、他人の翻訳を何やら偉そうに評 してきたが、

読者の中には 「じゃあお前はどうなんだ」と詰問 したい向 きもあろうかと思 う。白状するが、私

が自らの名 を冠 して訳出したものは遺憾ながら一つとして無い。請われて時々携わっている国際

ロータリー関係の書類の英訳や和訳のほかに、仕事 として特筆に値するのは(若 干暴露ネタにな

るが)、大学院時代の1991年 の夏休みに、他の院生 と手分け して行 なったFrancisFukuyama,

TheEndofHistoryandtheLastManの 下訳(ghostwriterな らぬghosttranslatorの その

また下請け)で あろう。これは後にフランシス・フクヤマ 『歴史の終わり』となり、この邦訳 は西

洋哲学 と国際政治を論 じたお堅い2巻 本ながら(但 し、邦訳が2巻 ということであ り、原書では

1巻)、 信 じ難いことに後に本邦ベス トセラーのリス トに入った。 しかしなが ら私が手に したの

は出来高制の微々たる下訳原稿料のみで、印税 など望むべ くもなかった。尤 も全部で31章 あるう

ちの4つ の章 とそれに対応する注釈を下訳 しただけなので、あまり文句は言えないかもしれない。

この本の翻訳作業が進行 していた時点では、まだアメリカ本国で も(原 著者は日系3世 のアメ

リカ人)ハ ー ドカヴァーす ら出ていなかった。院生たちはパソコンから打 ち出され、且つ、所 々

手書きで校正の入った 「生原稿」のような代物と格闘した。ちなみに下訳 した院生たちは、 「訳

者」の大先生 とは何の面識 もなければ、何の打ち合わせ も無かった。ただ、我々を管轄 していた

フリーランスのゴゥス ト・トランス レイターのM氏 とは訳語の統一のことで何度か接触する機会

をもった。訳の完成の頃に会ったときには、厂苦節15年 にして、もうす ぐ自分の名前で翻訳(『 歴

史の終わ り』 とは別物)が 出せ る」と云って満足げだったのを憶えている。翻訳家の世界 もなか

なか厳 しいな、と内心思ったものである。

私は先ほ ど自分が印税 も貰えず、本に名前 も出してもらえなかったと述べたが、しか しそれよ

り悔 しかったのは、私が良かれと思って行なった大胆な訳文が、刊行 された時点で改変されてい
へ 　 ゲ ル フリ　 ドリ ッヒ ニ 　 チ ェ

た こ とだ っ た 。 この 本 に はG.W.F.Hegelや らFriedrichNietzscheや ら の 引 用 が あ り、 そ れ は

英 訳 の場 合 が 多 か っ た が 、 短 い文 章 で は ドイ ッ語 の 原 文 の場 合 もあ っ た 。例 え ば私 は次 の よ う な
て こ ず

ヘーゲルの 『法の哲学』からのごく短い引用文に梃子摺った。

EsistderGangGottesinderWelt,daRderStaatist.3S

エ ス イ ス デ ァ ガ ン グ ゴ ッ テ ス ・イ ン デ ァ ヴ ェ ル ト、 ダ ー ス デ ァ シ ュ タ ー ト イ ス ト。

過去 に出た訳 を比較 して見ると、「国家が存在することは世界に於ける神の道行きであ り、」39
ガングデ ァ ゴツテス

や 、 「国 家 が 存 在 す る こ とは 世 界 に お け る神 の 進 行 で あ り、」4°とあ る が 、"derGangGottes"の

訳 が 「神 の 道 行 き」 や 「神 の 進 行 」 で は何 の 事 や ら私 の 頭 に は 理 解 で きな か っ た 。 フ ク ヤ マ 自 身

に よ るNotes(注 釈)を 参 照 して も、"themarchofGod"や"thewayofGod"と 英 語 に は 訳 せ

よ う41、と な って い て 、 い ざ 日本 語 に訳 す とな る と途 方 に暮 れ て し ま った 。(と こ ろ で"theway"

な らま だ し も、"themarch"は 悪 文 で は な か ろ うか)。 結 局 私 は ドイ ツ 人 教 員 に全 体 的 な 意 味 を
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平易な言葉で教示 して もらった上で、「国家の存在は世界に於ける神の意志である。」 という訳文

に落ち着いた。 しか し出来あがった三笠書房の邦訳では 「意志」の箇所が 「行ない」に改められ
デ ァ

て い た42。 と は云 え 、 或 い は 「行 な い」 で 良 か っ た の か も知 れ な い 。 い つ れ に しろ 原 文 の"der
ガ ン グ

Gang"の 訳 は、邦訳であれ英訳であれ難渋を窮める。

しか しそ の 実 この ・磁 ・な る 語 は 、 ドイ ツ語 の語 彙 と して は 至 櫨 本 的 な,'tTi7L・r4."CSimplex(単一 語)
ア ウス ガ ン グア イ ンガ ン グ

で あ り、 現 に ドイ ツ を は じめ と した 独 語 圏 諸 国 へ 行 け ば 、"Eingang"や"Ausgang"と い っ た
コ ンポ 　 ズ ィ ト ゥ ム

Kompositum(複 合 語 、 合 成 語)の 表示 を あ ち こち で 頻 繁 に 目 にす る こ と に な る 。褒 様 、"Eingang"

は 「入 口 」で 、"Ausgang"は 「出 口」 で あ る 。そ う考 え る と"Gang"は 日本 魂 翕 う「口 」 に 相 当 す る

と い う こ と に な り、先 ほ どの"derGangGottes"は 「神 の 口」 とな る 。 石 器 捏 造 の 「神 の 手 」や ら
か

「天皇を中心 とする神の国」 よりは幾分ましかも知れないが、斯かる屁理屈は通 らないであろう。

6お わ りに

今後、私 としては気に入った作品に時間を割いて、出来る限 り良質な翻訳を上梓 してみたい と

願 っている。取 り敢えずは1931年 にイギリスで刊行された比較的簡単 な伝説集の邦訳を手がけよ

うと思っている。 しか し版権のことがやはり気 になったので、イギリスの出版元 に手紙 を書いた

が、現在では誰が版権を保有 しているのか不明との返事が来た。その大手出版社 と、息て1ま邦訳の

刊行 自体 は差 し停めないそうなので、赤字覚悟で も出版 したい意欲が沸いてきた。聊か 「竜頭蛇
たつ み

尾」に堕 した嫌い もあるが、辰から巳へ と移行 して間もない昨今 に於いては、時宜を得た雑文の

終 わり方 と云えよう。
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